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菜の花の句碑
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江戸時代には茶屋町は池田街道筋に面していた事もあり、
往来の人々が菜の花の風情を楽しむためのお茶屋が三軒並び、

その茶屋に因み茶屋町という名前が生まれました。
また、豪商の松並竹塘という人がお茶屋で鶴を二羽放し飼いにした事に由来し、

鶴野町という名前が生まれ、これら茶屋を題材にした落語も生まれました。
今ではその菜の花の風情は遙か昔の物語となりましたが、菜の花で結ばれた、

人の輪、縁は今もこの茶屋町・鶴野町で生きています。

茶屋町周辺は菜の花畑

むかし

MAP

蕪村は現在の都島区毛馬町に生まれ育ちました。
当時、淀川下流のこの一帯は綿と菜種の産地で
「春日和の日には川堤にのぼってよく遊んだものだ」と、
彼は後年回想しています。この一句はその時目に焼き
付いた一面鮮やかなこのあたりの菜の花畑が原像となっ
ていると思われます。
1774年、京都東山での連句の第一句として詠まれました。

「菜の花や月は東に日は西に」
与謝蕪村の句碑について


